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１．はじめに 

生コン工場で発生する戻りコンクリート（以下戻りコン）は，2018 年度で出荷量の 2.1％であり，増加傾向

にあると報告 1)されている．戻りコンの有効利用として，これまでに，スラッジ水の有効利用が取り組まれて

いるが，その利用は進んでいないのが現状である．このような状況下において，バージンセメントの削減によ

る低炭素化と戻りコンの再利用化の 2 つの課題を同

時に解決できる方法として，戻りコンからのスラッジ

ケーキを乾燥・微粉末処理した，低炭素スラッジ再生

セメントが開発された 1)．本セメントを用いたコンク

リートは低含有タイプと高含有タイプに大別して使

用されている．この低含有タイプのコンクリートは，

設計基準強度 36 N/mm2以下を対象に，大規模物流施

設への適用 1)を初め，これまでに約 10,000m3 の実績が

ある．本報告では，低炭素スラッジ再生セメントによ

る低含有タイプのコンクリートの新たな適用拡大を

図るために，設計基準強度 60 N/mm2 の高強度コンク

リートの PCa 部材への実現可能性について検討した

ものである． 

２．高強度 PCa 構造部材の検討 

低含有タイプの高強度 PCa 構造部材への適用に向

けて，実機ミキサで製造した時のフレッシュ性状，圧

縮強度を把握することを目的に試験を行った．試験は

PCa 工場（埼玉県本庄市）で，夏期および標準期に実

施した．強度試験の概要を表－1 に示す．比較用に，

同工場において，過去の同時期に行った普通ポルトラ

ンドセメント（OPC）を用いた高強度コンクリートの

実験結果も併記する． 

使用材料を表－2 に，配合を表－3 に示す．本実験

の使用材料は，夏期および標準期ともに同じロットの

ものとした．水結合材比（W/B）は 25％，35％，45％

の３水準とした．この W/B の決定は，OPC 高強度コ

ンクリートの工場実績を基に，低含有タイプコンクリ

ートのスラッジ再生セメント（SRy）利用による強度

低下分を見込んで，それよりも W/B を 1％小さくす

ることにした． 

模擬部材試験体の形状を図－1に示す．試験体は 1m

角のマスコンクリート部材であり，所定の材齢で中央

表－1 強度試験の概要 

 

表－2 使用材料 

 

表－3 コンクリートの配合 

 

 

図－1 模擬部材試験体の形状およびコア採取位置 
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部と端部からコアを抜き取り，1 本当りφ10×20cm

のコア供試体を 4 本整形した．この計 8 本のコア圧

縮強度の平均値を模擬部材強度とした．その他，標準

養生および部材同一養生（模擬部材と同じ場所に存

置した封かん養生）も行った． 

３．実験結果および考察 

3.1. 標準養生における SRy と OPC の圧縮強度比較 

標準養生における SRy と OPC の結合材水比（B/W）

と強度の関係を図－2 に示す．これより，B/W が大き

くなると圧縮強度は大きくなる傾向を示していた．

また材齢が大きくなるほど強度は大きくなる傾向を

示していたが，SRy と OPC ともに材齢 28 日と材齢

91 日ではその強度差が小さい傾向にあった．なお，

SRy と OPC との強度は，材齢や結合材水比にかかわ

らず，大差なかった． 

3.2. SRy コンクリートの季節・養生別圧縮強度 

夏期における SRy コンクリートの標準養生強度と

模擬部材コア養生（以下コア養生）強度とを比較を図

－3 に示す．水結合材比にかかわらず，コア養生の方

が標準養生よりも強度が大きい傾向にあった．また，

標準期における SRy コンクリートのコア養生強度

も，夏期と同様に，標準養生強度よりも大きい傾向を

示していた．これは，模擬部材による高温養生の影響

で水和反応の活性化による影響が考えられる．また，

夏期と標準期におけるコア養生強度の比較では夏期

の方が標準期よりもわずかに大きい傾向を示した． 

夏期および標準期における SRy コンクリートの部

材同一養生と強度の関係を図－4 に示す．水結合材比

が小さくなるほど，圧縮強度は大きくなり，また材齢

91 日強度に対する脱型強度の割合が大きくなる傾向

を示した．なお，目標とする脱型強度 15 N/mm2 を確

保するには，W/B40％程度が必要である． 

４.まとめ 

本論文で行った実験から，低含有タイプコンクリートの標準養生における圧縮強度は普通コンクリートと遜

色ないこと，標準期と夏期における低含有タイプ高強度コンクリートのコア養生強度は，標準養生よりも大き

い傾向にあることが分かった． 

以上のことから，設計基準強度 60 N/mm2 の低炭素スラッジ再生セメントを用いた低含有タイプ高強度コン

クリート PCa 部材は実現性がある． 
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図－2 標準養生の SRy と OPC の結合材水比と強度 

 

 

図－3 SRy コンクリートの季節・養生別圧縮強度 

 

 

図－4 SRy コンクリートの部材同一養生強度 

y = 29.8x ‐ 11.8

y = 25.2x ‐ 0.67

0

25

50

75

100

125

0 1 2 3 4 5

SRｙ7⽇

SRｙ28⽇

SRｙ91⽇

OPC7⽇

OPC28⽇

OPC91⽇

圧
縮
強
度
(N
/㎜

2
）

B/W（結合材⽔⽐）

0

20

40

60

80

100

120

W/B:25夏W/B:35夏W/B:45夏W/B:25標W/B:35標W/B:45標

1 7 28 91

圧
縮
強
度
(N
/㎜

2 ）

部材同⼀養⽣ 標準期部材同⼀養⽣ 夏期

V-306 令和4年度土木学会全国大会第77回年次学術講演会

© Japan Society of Civil Engineers - V-306 -


